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雇用人員判断指数（「過剰」－「不足」）、
全規模

冒す〃し○／喜≡ヽJr　　　　　よさ坐ロコ　＿

齢蕃匪

料率引き上げ限界に

高齢者医療への拠出金が増え、
保険料率の上昇が続く

L h　　ら　し．86施間

に
つ
な
が
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
入
国
制
限
な
ど
に
よ

り
、
外
国
人
入
国
者
（
滞
在

3
カ
月
超
）
が
1
8
7
万
5

千
人
か
ら
梯
万
5
千
人
に
減
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い
た
一
暦
用
人
員
判
断
指
数
が

全
規
模
・
全
産
業
で
マ
イ
ナ

ス
1
0
だ
っ
た
。
最
初
の
緊
急

事
態
宣
言
期
間
後
の
6
月
は

摘
す
る
。

2
1
年
は
日
本
人
の
出
生
数

の
急
減
も
見
込
ま
れ
る
。
厚

生
労
働
省
が
ま
と
め
た
2
0
年

日
銀
の
岩
田
部
昌
澄
副
総

裁
は
3
日
、
3
月
に
予
定
す

る
金
融
政
策
の
「
点
検
」
に

つ
い
て
「
金
融
緩
和
の
後
退

方
向
で
の
議
論
で
は
な
い
」

と
強
調
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
へ
の

打
撃
が
深
刻
化
し
た
場
合
な

ど
の
備
え
と
し
て
「
機
動
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
」
と
点
検
の
意
義
を
強

調
し
た
。
神
奈
川
県
の
企
業

・
経
営
者
ら
と
の
金
融
経
済
懇

談
会
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席

し
て
発
言
し
た
。

日
銀
が
2
0
1
3
年
に
大

規
模
金
融
緩
和
を
姶
め
て
か

（
、
t
I
一
－
r
I
“
ト
E
ノ
　
ノ
、
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－
　
　
／
－
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－
ノ
ノ
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利
政
策
の
長
期
化
に
伴
う
副

作
用
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

日
銀
は
3
月
の
金
融
政
策
決

定
会
合
で
「
よ
り
効
果
的
で

持
続
的
な
金
融
政
策
の
た
め

の
点
検
」
を
行
う
。

岩
田
都
民
は
懇
談
会
後
の

記
者
会
見
で
「
2
％
目
標
を

．
‘
－
／
　
－
　
し
　
　
く
ヽ
「
＋
。
ノ
ー
ー
　
　
　
ー
ノ
ー

回
の
（
コ
ロ
ナ
禍
の
）
よ
う

な
危
機
が
起
き
た
場
合
、
さ

ら
な
る
有
効
な
政
策
手
段
が

あ
り
う
る
が
を
点
検
す
る
」

と
も
話
し
た
。
E
T
F
の
購

入
を
よ
り
柔
軟
に
し
た
り
長

期
金
利
の
変
動
幅
を
砿
大
し

た
り
と
い
っ
た
見
直
し
を
行

ー
V
E
席
上
イ
上
方
“
ィ
」
、
↓
－
ラ
亭
「
↓
一
ノ

き
な
問
題
で
、
今
後
と
も
議

論
や
検
討
を
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
も
語
っ
た
。

政
府
が
東
京
な
ど
1
0
都
府

県
で
の
緊
急
事
馨
旦
言
の
延

長
を
決
め
た
こ
と
に
つ
い
て

は
「
経
済
に
下
押
し
圧
力
が

か
か
る
」
と
話
し
た
。
具
体

学
び
直
し
に
収
入
増
効
果

内
閣
府
．
分
析
0
J
T
や
海
外
留
学

．
内
閣
府
は
「
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
（
学
び
直
し
）
」
の
実

施
で
、
収
入
が
増
え
る
傾
向

が
強
ま
る
と
の
分
析
結
果
を

ま
と
め
た
。
職
場
内
訓
練
（
O

J
T
）
か
ら
海
外
雷
学
ま
で

健
保
組
合
、
解
散
増
の
懸
念

健
康
保
険
組
合
の
財
政
悪

化
は
当
面
止
ま
り
そ
う
に
な

い
」
高
齢
者
医
療
費
の
負
担

増
を
賄
う
に
も
、
多
く
の
健

保
組
合
で
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
が
限
界
に
近
づ
き
っ
つ

あ
り
、
行
き
着
く
先
と
し
て

解
散
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得

な
い
ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ
見
通

し
だ
。
（
1
両
参
照
）

健
保
組
合
の
支
出
は
大
き

く
分
け
て
、
加
入
者
の
医
療

費
の
支
払
い
に
充
て
る
保
険

給
付
費
と
、
高
齢
者
の
医
療

費
を
支
え
る
拠
出
金
が
あ

る
。
2
0
1
9
年
度
の
健
保

組
合
全
体
の
拠
出
金
が
0
0
年

影調が

1

0

　

％

　

9

n
u
U
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▲
ィ
．
i
i
i
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3

ある。健
保
に
詳
し
い
大
和
総
研

健
康
経
営
事
業
開
発
室
の
佐

井
雷
光
副
部
長
は
「
保
険
料

か
ら
支
出
す
る
高
齢
者
医
療

費
の
金
額
が
膨
ら
み
す
ぎ
、
．

健
保
組
合
の
持
続
性
が
低
下

し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

1
9
年
度
の
収
支
が
赤
字
の

組
合
数
は
4
8
4
健
保
と
全

体
の
3
5
％
を
占
め
る
。
貯
金

年
度
に
は
1
0
・
2
％
と
1
0
％

を
上
回
る
恐
れ
が
あ
る
。
団

塊
の
世
代
が
．
7
5
歳
に
到
達
し

始
め
る
2
2
．
年
度
に
は
高
齢
者

医
療
へ
の
拠
出
金
が
一
段
と

増
）
で
収
支
を
均
衡
さ
せ
る

に
は
1
0
・
5
％
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
。

い
ま
で
は
全
体
の
2
2
％
に

あ
た
る
3
0
4
組
合
が
料
率

を
協
会
け
ん
ほ
の
平
均
（
1
0

で
あ
る
積
立
金
や
剰
余
金
が
％
）
以
上
で
設
定
し
て
い
る
。

円レ
ヒ
4

．¶イノ

3
　
　
　
　
2

0

度 年∩000∩／」

度
比
で
1
兆
円
超
も
増
え
た

背
景
に
は
、
7
5
歳
以
上
の
後

堅
固
齢
者
に
対
し
て
、
給
与

水
準
が
高
け
れ
ぼ
高
い
ほ
ど

潤
沢
な
健
保
組
合
は
少
な

ヽ

1

　

0

こ
の
1
0
年
間
、
保
険
料
率

は
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
が
、

今
後
も
歯
止
め
が
き
か
な

い
。
健
康
保
険
組
合
連
合
会

（
健
保
連
）
の
分
析
に
よ
る

多
く
を
負
担
す
る
制
度
が
段
・
と
、
2
0
1
9
年
度
に
9
・

階
的
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
2
2
％
だ
っ
た
平
均
料
率
は
2
1

独
立
を
維
持
す
る
よ
り
も
解

散
し
て
協
会
け
ん
ほ
に
合
流

し
た
方
が
保
険
料
率
を
低
く

で
き
る
状
態
だ
。

1
9
年
春
に
は
5
1
万
人
の
加

入
者
を
抱
え
全
国
最
大
規
模

だ
っ
た
人
材
派
遣
健
康
保
険

組
合
や
、
1
6
万
人
の
日
生
協

健
康
保
険
組
合
な
ど
加
入
者

数
が
多
い
大
型
健
保
組
合
が

相
次
ぎ
解
散
し
た
。
1
9
年
度

の
健
保
組
合
数
は
1
3
8
8

と
0
0
年
度
比
で
6
％
減
っ

た。
ど
こ
の
健
保
組
合
も
保
険

料
率
を
引
き
下
げ
る
要
素
は

極
め
て
乏
し
く
、
今
後
も
解

散
が
相
次
ぐ
可
寵
性
が
高

い
。
健
保
組
合
の
加
入
者
が

入
る
こ
と
に
な
る
協
会
け
ん

ぼ
や
、
国
民
健
康
保
険
に
は

税
金
が
投
入
さ
れ
て
お
り
、

解
散
が
増
え
る
と
国
民
負
担

が
増
す
。
従
業
員
淀
と
っ
て

は
保
険
料
の
増
加
を
抑
一
冬
ら

れ
る
利
点
が
あ
る
一
方
で
、

健
康
診
断
や
付
加
給
付
な
ど

健
保
組
合
の
独
自
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
デ
メ

リ
ッ
ト
が
生
じ
る
。

の
幅
広
い
学
び
直
し
で
効
果

が
み
ら
れ
た
宮

2
0
2
0
年
2
月
か
ら
3

月
に
か
け
て
3
万
人
を
対
象

に
調
査
し
た
。
公
的
職
業
訓

練
、
O
I
T
、
「
オ
フ
J
T
L

と
呼
ぶ
社
外
勉
強
会
な
ど

で
の
研
さ
ん
、
自
習
や
留
学

と
い
っ
た
自
己
啓
発
、
副
業

の
5
つ
に
分
類
し
、
学
び
直

し
を
し
た
人
と
、
し
て
い
な

い
人
の
収
入
の
変
化
を
1
4
年

か
i
ら
抽
年
の
問
で
比
較
し

た。

内
閣
府
の
推
計
に
よ
る

と
、
公
的
職
業
訓
練
以
外
の

4
分
類
で
は
、
学
び
直
し
を

し
た
人
の
方
が
「
十
割
以
上

収
入
が
増
加
」
と
回
答
し

た
割
合
が
8
．
・
⊥
～
1
3
・
4

萱
向
か
っ
た
。
た
と
え
ば
オ

フ
I
T
の
学
び
直
し
を
し

た
人
で
は
、
ュ
割
以
上
収
入

が
上
が
っ
た
人
の
割
合
が

4
5
・
7
％
と
な
り
、
し
て
い
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